





































































































Je crois que cet accusé est innocent.
(様態主語)＋(様態動詞) = modus dictum
バイイの考える文においては、思考主体（例文ではje）とその思考主体の考
え（判断等であり、例文ではcroire）、そしてその考え（判断等）が何に対して














(a) Il pleut＝ « Je constate qu’il pleut »
「雨が降っている。」＝≪私は雨が降っていることを確認する≫
(b) Sortez !＝ « Je veux que vous sortiez »
「出て行け！」＝≪私はあなたが出て行くことを望む≫
(c) Vous seriez heureux （si vous vous contentiez de peu）
= « Je me représente en imagination votre bonheur »
「あなたは幸福でしょう。」（もしあなたがわずかなことで満足するなら）
＝≪私はあなたが幸福だと想像する≫
(d) Cet étourdi aura manqué son train＝ « Il est probable, je suppose qu’il a… »
「このうっかり者は列車に乗り遅れるでしょう。」
＝≪恐らく、私は･･･と推測する≫
(e) Tu aimeras ton pronchain ＝ « Dieu ordonne que… ». 
「汝の隣人を愛せよ。」＝≪神は･･･と命じる≫(Ibid., p.46)























Il regrette qu’elle ne soit pas là. は、この文を言表した主体自身の Je crois que...に暗
に先回りされている。するとJe crois qu’il regrette qu’elle ne soit pas là. が得られ、こ

















tourneという文が、論理的には « Je vous fais savoir（伝達）que je suis convaincu（様
態性）que la terre tourne. » を意味するとしても、こんな二重の重々しい枠組みを負
った表現が、ほとんど見あたらないことは、おどろくにあたらない。（LG, p.50）
ここでバイイは、言語活動をコミュニケーション手段とし、あらゆる言表に





























































































(c) Je dis qu’il pleut.「私は雨が降っていると言う。」
↓




















(e) Je ne dis pas qu’il pleut. 「私は雨が降っていると言わない。」
この言表を口に出すこと自体は容易いことであり、また実際の言語使用にお
いて、この表現が用いられる可能性はありうると考えられる。この時、この表



































































































































(  1) モリスからの引用にあたっては、Foundations of the Theory of SignsをFTSと表記
する。
(  2) 引用にあたっては、内田種臣、小林昭世訳、『記号理論の基礎』を参照した。
(  3) バイイからの引用はLinguistique générale et linguisique française, 4e ed.,をLGと表
記し、そのページ数を示す。小林英夫訳、1970、『一般言語学とフランス言語学』
も参照したが訳は引用者による。



















(  6) 末永からの引用は、論文の出版された年号を示す。
(  7) 川本からの引用は、論文の出版された年号を示す。






っているかどうかにおいている。デュクロは例として、(1) Je te promets d’aller à











(  9) デュクロは、バイイのcommunication、modus、dictumという文の要素について
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も、Logique, Structure, Énonciation (1989)の中の論文« Énonciation et polyphonie chez
Charles Bally »において論じている。デュクロはその中で、潜在的な一人称を想定
しておらず、例えば、« Un monsieur fait savoir qu’il désire parler à Madame »という
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